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たかたちで，政権存続の是非を争点としていたはずの紛争（第 1 ，2 局面）が，
従前的な権力闘争（第 3 局面），諸外国の介入（第 5 局面），そして自由シリ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　第10期人民議会選挙は2012年 5 月 7 日に投票が行われた。定数250に対し
て7195人（SANA, March 19 2012）が立候補した選挙戦を終始優位に進めたの
はバアス党だった。同党は憲法改正によって前衛党としての特権的な地位を














戦い（ArabicNews.com, May 17 2012），後二者はそれぞれ 5 議席， 1 議席を獲
得した。進歩国民戦線加盟政党以外が議席を獲得したのは，人民議会開設
（1971年）以来初めてだった（青山 2012c）。
　第10期人民議会選挙が終わると，アサド大統領は2012年 6 月 6 日，リヤー
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　このイニシアチブは，2013年 1 月 6 日アサド大統領が約半年ぶりに行った

















































































































































































































































示し，その活動を黙殺した（AFP, November 19 2012; Youtube, November 19 
2012）。
　第 4 に，欧米諸国，湾岸アラブ諸国，トルコの反体制組織支援からの漸進













































































のありようは，改革を志向していたはずの運動（第 1 ， 2 局面）を「シリア
















































⒀　両文書の全文は Akhbār al-Sharq, July 5 2012を参照。
⒁　このヴィジョンは，2012年12月末にシリアを訪問したアル = アフダル・ア
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第 7 章　すれ違う二つの和解　281
年 月 事項
2011 3 「アラブの春」がシリアに波及し，地方都市を中心に体制内改革を求める
抗議デモが発生。
4 抗議デモが急進化し，体制転換を要求。
アサド政権が「包括的改革プログラム」の段階的実施を開始。
6 国内の反体制活動家が，ダマスカスで民主的変革諸勢力国民調整委員会を
結成。
8 抗議デモが軍・治安部隊の徹底弾圧を受ける（血のラマダーン）。
アサド政権が「包括的改革プログラム」の一環として政党法（2011年立法
令第100号）を施行。
9 離反士官のリヤード・アスアド大佐がトルコで自由シリア軍の発足を宣言。
在外の反体制活動家が，トルコのイスタンブールでシリア国民評議会を結
成。
年末 シャームの民のヌスラ戦線の活動が徐々に活発化。
2012 1 トルコを拠点としていた自由シリア軍のアスアド大佐の一派とムスタファ
ー・シャイフ准将率いるシリア革命軍事最高委員会が合併。
2 外国の介入に反対する指導的活動家がシリア国民評議会から次々と脱会し，
シリア民主フォーラムやシリア国民行動グループを結成。
アサド政権が「包括的改革プログラム」の一環として新憲法を公布。
3 国連で安保理議長声明（S/PRST/2012/6）採択。
ヒムス県の武装集団が中心となって自由シリア軍国内合同司令部を結成。
5 第10期人民議会選挙実施。
6 リヤード・ファリード・ヒジャーブ内閣発足。
国連常任理事国，カタール，クウェート，イラク，トルコの外務大臣が，
紛争の政治的解決をめざすジュネーブ合意を結ぶ。
7 自由シリア軍や（外国人）サラフィー主義者がダマスカス県とアレッポ市
で市街戦や要人暗殺が激しさを増す。またイドリブ県やアレッポ県の対ト
ルコ国境地域の地方都市や農村を点在的に占拠し「解放区」を設置。
アラブ連盟主催によるシリア反体制勢力大会がエジプトカイロで開催され，
国内外の反体制活動家が一堂に会し，「国民誓約文書」と「移行期間概要
に関する共同政治ヴィジョン」を発表。
イラクのエルビルでクルド民族主義政党がクルド最高委員会を結成。
シリア国民評議会がカタールのドーハで移行期政府発足をめざすが失敗に
終わる。
8 ヒジャーブ首相がヨルダンに逃亡し，反体制活動家に転身。
付表　略年表
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年 月 事項
9 アレッポ県の武装集団が自由シリア軍アレッポ県革命軍事評議会を結成。
民主的変革諸勢力国民調整委員会をはじめとする反体制組織，与党の変革
解放人民戦線加盟政党，野党のアンサール党など合わせて20団体がダマス
カス県でシリア国民救済大会を開催。
11 在外の反体制活動家が米国などの後押しを受け，シリア革命反体制勢力国
民連立を結成。
シリア民主フォーラム，民主的変革諸勢力国民調整委員会，シリア革命最
高評議会がシリア国民民主同盟を結成。
12 アサド政権が自由シリア軍やサラフィー主義者に対する反転攻勢を開始し，
政治的・軍事的優位を徐々に回復。
在外の武装集団代表者がトルコのアンタキアで自由シリア軍参謀委員会を
結成。米国務省がヌスラ戦線のテロ組織に認定。
2013 1 アサド大統領が「危機解決政治プログラム」を提示。
民主的変革諸勢力国民調整委員会が「危機の政治的解決に関するヴィジョ
ン」を発表。
シリア国民評議会が移行期計画を発表。
（出所）　筆者作成。
付表　つづき
